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○１番（森山一政議員） 改めまして，おはようございます。１番森山一政でございます。議長

より発言のお許しをいただきましたので，通告の順に従いまして一般質問をさせていただきます。 

 コロナウイルス株も，昨年秋以降，落ち着きを見せておりましたが，１月になり急速に感染者

が拡大してきました。２月になりますと，１日の茨城県のコロナ感染者数は1,０００人を超えて，

1,５００人超えになり，３月５日現在の国内での感染確認は，５３４万9,３７７人，茨城県は８

万３２０人，常陸太田市は６７９人と，今までにない感染者数となっております。 

 これまでは病棟数の確保に重きを置いてきたようですが，外来診療の負担軽減と，オミクロン

株の特性から自宅での療養にかじを切っております。その上，マスクの着用，手洗い・うがいの

徹底，３密の回避など，自分の命は自分で守る自助の考えが強く求められております。 

 改めて，これまで医療現場において感染の急拡大に懸命に対応しております医療従事者の皆様

方の大変なご尽力に，心から敬意を表する次第です。 

 それでは，質問に入らせていただきます。 

 常陸太田市は，宝島社で発行している田舎暮らし２０２２年度版で，人口３万人以上，５万人

以下の町で，若者世代，単身者が住みたいまち，子育て世代が住みたいまち，シニア世代が住み

たいまちで，北関東の中でトリプルでの１位に選ばれました。海にも近い，山にも近い，都会に

も近い立地であり，子育て支援や住宅取得補助，自然環境にも恵まれたところで，ナシ，ブドウ

と味覚にも恵まれたすばらしい場所であり，そしてまた，他市に先駆けて子育て支援や移住・定

住に取り組まれたことが評価されたものと思っております。 

 さて，現在市では，公共施設の総合管理計画を進めております。市町村合併前の昭和５０年代

から６０年代にかけて，多くの建物，施設の整備がなされており，これらの施設の維持費や管理

運営費のほかに，老朽化に伴う改修工事など新たにかかる費用が，今後大きな課題になっていく

ものと思っております。 

 令和３年度の決算報告書で，市の税収を見てみますと，雑駁に見ても４８億5,０００万円であ

り，市は財政的にも厳しい状況に置かれているのが見てとれます。公共施設等の見直しを行い，

市の有する施設の全体像を明らかにして，マイナスのところ，プラスになるところをよく把握を

して，伸びるところは伸ばしていきたいものです。 

 前回の一般質問をしたときに気になったところがありました。体育館についての土地の貸借契

約については白紙になりましたが，同じような契約をしている西山研修所に関してお聞きしたい

と思います。 

 昭和１３年，当市出身の実業家，梅津福次郎氏が，江戸時代の学問所の跡地に，茨城県西山修

養道場を造り，研修，教育，民主主義の普及を図る文化的研究所として始まりました。平成２５

年に常陸太田西山研修所に改められた施設で，自然散策，創作活動，スポーツ活動，生涯学習の

推進を目的にしたところで，市にとっても歴史的にも大きな場所だと考えております。 

 3,５００坪の山林と宅地を１年間，８８万で貸借をしております。市民の方々は，県から払下

げた研修所は高い値段で貸借契約をしているよとよく話に聞きます。 

 そこで１として，西山研修所の土地についてはどのような貸借契約をしているのか，内容につ
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いてお伺いいたします。 

 ２として，西山研修所の建物について，毎年，改修・メンテナンス等について，どのくらいの

修繕費が発生しているのか，お伺いいたします。 

 ３として，現在，特定非営利活動法人日本スポーツ振興協会に指定管理をお願いしております。

指定管理料及び支出について，決算状況はどのようになっているのか，お伺いいたします。 

 次に，公共施設の総合管理計画の中で，市内にある温浴施設についてお尋ねいたします。 

 常陸太田市は１市１町２村が合併をしました。合併後に引き継いだ施設を市は運営をしており

ます。合併前と同じように運営をしているように感じており，無駄なところが相当あるようにも

考えております。その中で，温浴施設について伺いたいと思います。 

 これまで，金砂郷の施設の運営をお願いしておりました運営会社ですが，指定管理料を頂いて

も今後の運営がとても厳しいとのことで，契約がまとまりませんでした。このため第三セクター

の水府振興公社が運営をするとのことです。このような状況を見ますと，管理から経営をすると

いうように考え方を変えていかなければならない感じがしております。 

 今，常陸太田市には，温浴施設が４か所あります。これらの施設は，市民の健康増進や観光振

興面に加えて，地域の雇用の維持に一定の効果があったものと考えております。一方，コロナ禍

の中で利用者が伸び悩み，水や燃料を使う温浴施設の運営は，今後ますます厳しい状況になって

くると聞いております。 

 そこで，１として，市内の４つの温浴施設について，今後どのような運営を考えているのか，

お伺いいたします。 

 ２として，市内の４つの温浴施設を将来的にはどのような方向性で進めていくのか，お伺いい

たします。 

 ３として，常陸太田観光果樹園検索アプリを作っております。これら温浴施設への誘客拡大に

向けた観光果樹園検索アプリ等との連携をした広報宣伝の活用についてお伺いいたします。 

 人口問題と同様に，資産ストックの老朽化や資産の維持管理の費用の経費が増大することなど

を考えますと，不要なものとこれから伸びていく可能性を持っているものとをよく調べて，財政

健全化を考えていかなければならないと考えております。計画的な行動をよろしくお願いいたし

ます。これから，この地域がますます住みよくなるような前向きな答弁をよろしくお願いいたし

ます。 

 これで第１回目の質問を終わります。 

○川又照雄議長 答弁を求めます。教育部長。 

〔武藤範幸教育部長 登壇〕 

○武藤範幸教育部長 公共施設等総合管理計画についての西山研修所に関する３点のご質問にお

答えいたします。 

 まず，１点目の西山研修所の土地の貸借契約についてでございますが，当該土地の所有者であ

ります公益財団法人徳川ミュージアムとの契約でございまして，契約の内容につきましては，茨

城県が所管をしていたときの契約内容を当市において引き継いだ内容となってございます。 
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 契約期間は，当該施設が茨城県から移管されました平成２５年４月１日から令和２６年３月３

１日までの３１年間，借地面積は１万1,６９5.６２平方メートル，借地料は年間８８万円，主要

目的は西山研修場敷地としての使用，また，契約解除に際しての条件といたしまして，契約が合

意解除，解除，その他の事由により終了したときは，市は直ちに地上物件を収去し，建物基礎部

分の地下埋設部分などを含め原状回復をして植林し，返還するものとする。ただし，地上物件の

収去に期日を要した場合は，市は返還日までの賃借料相当額を月割り計算により徳川ミュージア

ムに支払うものとしてございます。 

 次に，２点目の西山研修所の建物に係る修繕費等についてお答えいたします。 

 まず，市が直接行いました修繕費でございますが，茨城県から移管を受けた平成２６年度から

令和３年度までの９年間で合計5,４４３万6,６１１円でございまして，修繕に要した費用につき

ましては全て市の一般財源からの支出でございます。 

 年度別で申し上げますと，平成２５年度は給水管仮設・配管・修繕に４６万8,３００円，２６

年度は空調設備修繕に１１８万3,７８８円，平成２７年度は温水ボイラー取替え工事等に９７７

万7,２４０円，平成２８年度は新館浴槽修繕工事等に３７５万3,０００円，平成２９年度は修繕

費等はございませんでした。平成３０年度は事務室床修繕等に１５３万８８３円，令和元年度は

新館改修工事等に1,８０８万8,４００円，令和２年度は高圧ケーブル改修工事等に1,３８２万7,

０００円，令和３年度は新館外壁補修工事等に５８０万8,０００円でございます。 

 また，メンテナンス費でございますが，各種設備等の保守点検や法定検査手数料，施設清掃，

防除作業，機械警備など年間２５０万円程度でございまして，これは指定管理料に含まれている

ものでございます。 

 次に，３点目の指定管理者に支払う指定管理料及び指定管理者の決算状況についてお答えいた

します。 

 指定管理料は，現在の指定管理者となりました平成３０年度から令和４年度までで，総額２億

6,５５２万円でございます。年度別で申し上げますと，平成３０年度は１２月からの指定管理の

ため４か月間で1,７００万円，令和元年度から４年度までは隔年6,２１３万円でございます。 

 この間の指定管理者の決算状況でございますが，平成３０年度は６８万2,１４４円の黒字，令

和元年度は４０万6,６４４円の赤字，令和２年度は２０７万１５７円の赤字となってございます。

令和元年度及び令和２年度につきましては，新型コロナウイルス感染症対策として施設の休館や

利用人数等の制限を行ったことなどが影響しているものでございます。 

○川又照雄議長 商工観光部長。 

〔中野亘商工観光部長 登壇〕 

○中野亘商工観光部長 大項目１の公共施設の総合管理計画について，（２）常陸太田市の４つ

の温泉施設について，①どのような運営を考えているのかのご質問にお答えいたします。 

 現在，市内には，常陸太田地区にやまぶきの湯，金砂郷地区に金砂の湯，水府地区に竜っちゃ

ん乃湯，里美地区にぬくもりの湯と，４つの温泉施設がございます。各施設とも，新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大に伴う県をまたいだ移動自粛や国や県の緊急事態宣言などによる施設利
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用休止などにより入館者が減少し，経営的にも厳しい状況が続いております。 

 これらの４つの施設につきましては，それぞれ，地域住民の交流や住民福祉増進を目的とした

施設であると同時に地域の雇用の場となっておりますことから，当面の間は，苦しい決算状況で

はありますが，これまでの指定管理による運営方法を継続してまいります。 

 続きまして，②将来的にどのような方向性で進めるのかの質問にお答えいたします。 

 市内の４つの温泉施設につきましては建設から相当の年数が経過しており，施設の修繕や設備

の交換など維持管理に多くの費用が必要となっております。今後につきましては，市の公共施設

等再配置計画に基づき進めてまいりますが，施設の利用状況や収支状況等を精査し，状況に応じ

た柔軟な考えの下，各施設の今後の在り方を検討してまいります。 

 次に，③これら温浴施設への誘客に向けた観光果樹園検索アプリ等との連携した広報宣伝につ

いてのご質問にお答えいたします。 

 観光果樹園検索アプリＫＡＪＵＡＬは，観光果樹の販売時期における果樹園の販売状況のリア

ルタイム情報をお知らせし，また，各観光果樹園までのルート案内機能を有したアプリとして昨

年８月から運用を開始したところですが，運用後の８月から１０月までの間のアプリへのアクセ

ス件数が約５万4,０００件，スマートフォンへのダウンロード件数については約2,１００件とな

っており，多くの方々が注目するアプリでありますので，市観光物産協会の観光アプリへのリン

ク等が可能となれば，温浴施設はもとより他の観光施設への波及効果も見込めるものと考えてお

ります。 

 現在は手軽にスマートフォンから情報を得ることが主流となっていることから，市は令和４年

度に，市ホームページとの連携によって行政情報や災害情報，観光情報などを一元的に発信可能

とする行政総合アプリの導入に向けて，盛り込むべき機能・情報などを検討していく予定として

おりますので，アプリの活用により，市民はもとより観光客にも資する効果的な情報発信ができ

るよう努めてまいります。 

○川又照雄議長 教育部長。 

○武藤範幸教育部長 教育部長でございます。 

 先ほど西山研修所関連のご質問の修繕費のくだりの中で，茨城県からの移管を受けたのを平成

２６年度と答弁をいたしましたが，平成２５年度の間違いでございました。大変申し訳ありませ

んでした。修正のほどよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○川又照雄議長 森山議員。 

〔１番 森山一政議員 質問者席へ〕 

○１番（森山一政議員） 答弁，誠にありがとうございました。 

 １の内容で，西山研修所の契約は茨城県が所管していた内容をそのままの契約で引き継いだと

のことで，少々見直しをしてもよかったのかなと思っております。内容的には理解いたしました。 

 ２と３の西山研修所の建物に係る修繕費と指定管理者に支払う指定管理料は関連した内容です

ので一括して要望したいと思います。 
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 修繕費等は９年で5,４４４万円，指定管理料は平成３０年から令和４年までで２億6,５５２万

円になっています。当市としては西山研修所の運営費として毎年高額な金額を支払っております。

これからもますます老朽化が進むにつれ高額な運営費がかかってくると思います。決算状況では，

赤字の運営のようです。管理費を払ってもなかなか難しいのかなという感じがしております。年

間7,０００万から8,０００万円の経費を使っているようです。 

 これから体育館の建て替えが令和９年までかかります。また，今，コロナ禍等で利用者も少な

くなっていると思います。このような状況で運営をするのもなかなか厳しいのかなと。これも県

からの委託の内容だと思います。この時期に無駄なものは省くというような考えを持ってもらっ

てもいいのではないかと思っております。要望いたします。 

 ２の温浴施設の運営についてですが，利益の出る運営を実行していただきたいと思います。ま

た，アプリの活用，広報活動，お客様のことを考える経営，小回りのできる運営を進めていって

もらいたいと思います。 

 要望して一般質問を終わります。よろしくお願いします。 

 以上です。 


